
 

 

 

 

 

■ 6.26 国際麻薬乱用撲滅デーに合わせた保健所との連携による啓発活動 ■ 

関西大学薬物乱用防止啓発キャンペーンを実施 
【日時】①6 月 24 日（金）12：10～13：00 ②6 月 27 日（月）11：00～15：00 

【場所】千里山キャンパス正門および凜風館 1 階学生ラウンジ ※雨天決行 

関西大学ではこのたび、本学学生に向けた薬物乱用防止を目的とする啓発キャンペーンを、6 月 24 日（金）

および 27 日（月）に千里山キャンパスにて実施します。 

本啓発キャンペーンでは、大阪府茨木保健所との連携・協力のもと、学生・教職員協同による啓発ビラ・グ

ッズの配布をはじめとして、薬物の危険性をわかりやすく伝えるために、薬物標本やパネルの展示および啓発

ビデオの放映を行います。 

昨今、小学生による大麻吸引やスポーツ選手・タレントの大麻等不正薬物の所持・使用による事件・事故が

相次いで発生し、大きなニュースになっています。また、SNS 上や身近なところで薬物の取引が平然と行わ

れてしまっているなどの現状を踏まえ、これから将来を担う若年層に対して、薬物の“恐怖”や“実態”を正

しく伝えることは、大学の使命であると考えます。 

従来より本学では、公益財団法人麻薬・覚せい剤乱用防止センターの活動の主旨・目的に賛同し、同団体の

賛助会員として全学を挙げて薬物乱用防止啓発に取り組んでいます。具体的には、各種講演会をはじめ、新入

生を対象とした「薬物に関する意識調査」（※関西学院・同志社・立命館・本学の 4 大学共同調査。2009 年～）

を実施するなど、様々な啓発事業を継続的に行っています。 

2015 年度の「薬物に関する意識調査」によると、多くの学生が違法薬物の基本的な危険性は把握している

一方で、その 5 割以上が「違法薬物に関する相談窓口の存在を知らない」と回答しています。また、「違法薬

物の怖さを詳しく学ぶ適切な場」として、約 5 割の学生が「大学」と回答していることも踏まえ、今後も本

学では、さらなる情報発信および効果的な啓発活動に努めていきます。 

つきましては、本啓発キャンペーンに関して取材のご検討をよろしくお願いいたします。 

記 

１ 日 時  6 月 24 日（金）12：10～13：00 ＜啓発ｸﾞｯｽﾞの配布＞ 

       6 月 27 日（月）11：00～15：00 ＜啓発ｸﾞｯｽﾞの配布(＊)および標本・ﾊﾟﾈﾙ展示、ﾋﾞﾃﾞｵ放映＞ 

              (＊)啓発ｸﾞｯｽﾞの配布は 12：10～13：00 のみ 

２ 場 所  関西大学千里山キャンパス 正門および凜風館 1 階学生ラウンジ 

大阪府吹田市山手町 3-3-35（阪急千里線「関大前」駅北出口から徒歩約 10分） 

３ 協 力  大阪府茨木保健所（保健所職員の参加は 27日のみとなります） 

以 上  

【ご 参 考】 薬物事件乱用防止への取り組み 

http://www.kansai-u.ac.jp/global/guide/taisakuhonbu.html 

※取材をご希望の方は、お手数ですが下記お問い合わせ先までご連絡をお願いいたします。 
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